
学校番号 ２０２ 

令和３年度 芸術科（書道） 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「書Ⅲ」（光村図書） 

副教材等 使用しない 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■書道Ⅲでは、書道Ⅰ・Ⅱで身に付けた基礎的な能力を生かし、書道展への出品や書道パフォーマ
ンスの発表など、幅広い書作品制作の活動に取り組みます。 

■文字を使った工芸的な作品や拓本取りの作業に取り組みます。制作過程において構想・工夫し、
自分らしさを表現しましょう。 

■用具・用材を大切に扱い、一つ一つの工程を着実に重ねることで達成感を味わうとともに、作品

に対する愛着心を育みます。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情と書の伝統と文化を尊重する態度

を育てるとともに、感性を磨き、個性豊かな書の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a.書への 

関心・意欲・態度 

b.書表現の 

構想と工夫 

c.創造的な書表現の

技能 
d.鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜

びを味わい、書の伝統

と文化に関心をもっ

て、主体的に表現や鑑

賞の創造的活動に取

り組もうとする。 

書表現の諸要素を感

じ取り、感性を働かせ

ながら、自らの意図に

基づいて構想し、表現

を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、書の効果

的な表現の技能を身

に付け表している。 

文字や書の伝統と文

化について幅広く理

解し、その価値を考

え、書のよさや美し

さを創造的に味わっ

ている。 

評
価
方
法 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・ポートフォリオ 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・ポートフォリオ 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・ポートフォリオ 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・ポートフォリオ 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

古典臨書 

 

 

 

 

 

・古典と詩文選び 

 

・半紙練習 

 

 

 

・半切練習 

 

・まとめ 

（作品展へ出品） 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

ａ:各書体の特徴や表現技法に関

心を持ち、主体的に書作品の制作

活動に取り組もうとしている。 

ｂ:古典のよさや美しさを感じ

取り、作品の全体像を構想

し、表現を工夫している。 

ｃ:これまでの書道学習で身に

付けた基礎的な技能を生か

し、表現できている。 

ｄ:自他の作品を鑑賞し、そのよさ

や美しさを味わっている。 

・観察 

・レポート 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

・ポートフ

ォリオ 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

書道パフ

ォーマンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テーマ、語句、曲を決め

る 

 

・構成、書体を考える 

 

・分担決め 

 

・各パートに分かれて練

習する 

 

 

 

・紙づくり 

 

 

 

 

・文化祭での発表 

 

 

○  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ:大作品の良さを味わい、制

作の過程を楽しみながら、主

体的・意欲的に活動に取り組

もうとしている。 

 

ｂ:大作品に効果的な構成や書

体を考え、その特徴を理解

し、感性を働かせながら、自

発的に考え表現を工夫して

いる。 

 

ｃ:これまで習得した技能を活

かしながら、大字用筆の運筆

を習得し、効果的な表現の技

能を身に付けている。 

 

ｄ:色々なパフォーマンス作品

を鑑賞し、その価値や良さを

味わっている。 

・観察 

・レポート 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

・ポートフ

ォリオ 



１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

刻字 ・瓦当文とは 

 

・四字熟語を決め、五書

体を調べる 

 

・篆書体で円形にデフォ

ルメし、板に転写する 

 

・板を彫る 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ: 瓦当やそこに書かれた文

字について関心をもち、表現

や鑑賞の活動に意欲的・主体

的に取り組もうとしている。 

ｂ: 篆書の特徴や分間布白に

ついて理解し、感性を働かせ

ながら、自ら考え表現を工夫

している。 

ｃ: 彫刻刀を正しく扱い、美し

い線を表現するための技能

を身に付け表している。 

ｄ: 様々な字数や模様の入っ

た瓦当を鑑賞し、そのよさや

価値を味わっている。 

・観察 

・レポート 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

・ポートフ

ォリオ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

拓本を取

る 

・タンポ作り 

 

・美しい拓本の取り方 

 

・拓本を取る 

 

・板に着色し、金具を付け

る 

 

・拓本を取った紙に、好き

な書体で四字を倣書する 

○   

 

 

 

 

 

○ 

 ａ:書作品の制作過程について

関心をもち、意欲的・主体的

に取り組もうとしている。 

ｂ:湿拓の精度や美しさを理解

し、感性を働かせて表現を工

夫している。  

ｃ:用具・用材を適切に扱い、

効果的な表現の技能を身に

付けている。 

ｄ:自他の作品を鑑賞し、その

よさや美しさを味わってい

る。 

・観察 

・レポート 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

・ポートフ

ォリオ 

 

※ 表中の観点について a…書への関心・意欲・態度   b…書表現の構想と工夫 

c…創造的な書表現の技能    d…鑑賞の能力 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


